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（８） i-Gesuido の推進について i 
 
１）i-Gesuido について 

○国土交通省では、下水道事業の抱える様々な課題に対して、ICT の活用による下水道事

業の質・効率性の向上や情報の見える化を行い、下水道事業の「持続」と「進化」を

実践。その取組を「i-Gesuido」として推進。  

 

○「i-Gesuido」では、既存の ICT を各地方公共団体において積極的に導入できるよう、

ガイドライン等基準類の整備を行うとともに、関係する技術の開発を推進するなど、

下水道事業における ICT の導入を促進。 

 

○「i-Gesuido」の推進に当たっては、ICT を活用して効率的な事業実施が可能な４本の柱

を中心に施策を展開し、より効率的な下水道事業とすることを目指す。 

 

〇同時に、ICT を活用して他分野と連携する取組等についても今後検討し、社会の多様な

分野に貢献。 

 

 

 

（主な取組） 

① BIM/CIM の導入促進 

下水道工事との生産性向上を図るため、下水道分野における BIM/CIM の導入・普及を促

進する。 

 

② 台帳電子化によるマネジメントサイクルの導入 

施設情報や維持管理情報のデータを一元管理し、アセットマネジメントによる効率的な

事業運営を可能とする共通プラットフォームを整備する。（詳細、P．119 参照） 

 

③ 監視制御システムの互換手法構築による広域管理 

 拠点となる処理場から複数の下水処理場等を遠隔で監視･制御する広域管理の普及を進
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めるとともに、各処理場等の監視制御システムに互換性を持たせる技術を開発・標準化

をする。（詳細、P．○参照） 

 

 

２）BIM/CIM の導入促進について 

○BIM/CIM は、計画・調査・設計段階から３次元モデルを導入し、施工・維持管理の各段

階においても、関係者間で情報を共有し、一連の建設生産システムにおける業務効率化・

高度化を図るものである。 

 

◯特に下水道事業では、下水処理場・ポンプ場において、水処理施設や管理棟などの土木・

建築構造物と、機械・電気設備の配管・配線類が１つの施設内に密接に関係し、かつ輻

輳して配管されており、各職種の情報を１つの 3 次元モデルに集約・可視化することで、

設計ミスや手戻りの減少、関係者間での意思決定の迅速化、施工手順の明確化による安

全性向上などの効果が期待できる。 

 

○下水道事業に携わる関係者（受注者、発注者等）が CIM を円滑に導入できるよう「CIM

導入ガイドライン(案)第 8 編下水道編」を令和元年５月に策定し、地方公共団体への説

明会等を実施したところであり、BIM/CIM モデル（３次元モデル）を活用した施設（ポ

ンプ場や処理場等）設計等については交付対象としているので、BIM/CIM の積極的な活

用をお願いしたい。 

 

 

 
○平面図        ○断面図 

【BIM/CIM イメージ】 
◎３次元化モデル 

-167-



 

-168-


